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メ ト ロポ リ タン入術飴所）i': 伐

刀剣および刀装の修理について

束京文化財研究所

JJI I藤党

杓成13年）文、 別よのと おりアメ リ カ の メ ト ロ ポ リ タン文術館所）1淡の 刀剣および刀 装甜'、i 72件の修復を行 っ

た 。 ）） 剣 は、 ））． 剣 ・ 脇財 ・ 知，UJ など 39件を ,{i)f)介し た 。 ,{ijf)料は、 ）） 身令休 を価がず鈷びた部分のみ を研磨

する イiJ I潅1湘 ぎで行い、表 rr, i に労込して伝統的な研 ぎ）リ L をつ けた 。 ま た、 刀 装では鞘の螺釧や徐り の修復、 金

11. の祉噂、 柄巻きの巻替えなど 糸Ill部 にわ た る修似計111 り を 立てた。 とくに 、 枡i巻 きでは辿常の糸の ほかに鯨

の腎．巻 きがあ り、 オ リ ジナル部分をできるだけ保イ（する ）j針で作業を辿めることとし た、 さらにィiJ I:靡の終

r した ）j 身 は 、 Jじの 鞘には ）メ さずに新たに保イf川 の I'I 鞘 を 新』，l;j し その 中 に保窄；：することを決めた 。 保存用

の (I ,'(ijり は 、 アメ リ カ での屹媒した屈燒 を鉗，:i= みて 肉）り）．． に 削 り 、 鞘の合わせ 11 をできるだけ確保する よ う に指

ぷ を し た 。 平成13年度修J11 !.'r= lx1 り では 刀刻 を "'心 に報化 し た関係で、 本 ヽr= lx1 り では ）） 装 と く に 鞘の装飾につ い

報化する 。 メ ト ロ ポ リ タン入術館の ）j 装は 、 i i:J iJI 、'i=代の鞘桁 えのほかに JIJJ 治以来の ·11r.JJ 装などがあ り、

d、'ii絵、螺釧、平文などで飾 っ た美術的価fil'tの 似j い 鞘が多く 兄 られる 。

鞘は 、 黒漆を 1仔い た蝋色唸 り が公式であ っ た 。 i l'.J i II.. 『代 、 止l: I: は登城など公式の 1 j· ']•,: に蝋色喰 り の鞘を

は い た 。 この ほか、 卜級武 I : の 間では非公式の 1 jｷ'j ,;. に川 いだ｛料府が流1 jｷ する 。 特鞘には鞘喰 り とよばれる

,J, パ り 唸を ほ ど こす場合が多 い 。 変り 筋 は 11·,:;釘始の漆冷 り とは こ とな り、 漆の 中 に卯 i'I を 枇人する かある い

は、漆の J;. 1(1i に柾 ． 刻煽ぶ［ ． 椋桐 と い っ た櫛物繊於w を ii、'ii きつ け るなどのl-『殊な唸装 をさす。また 、 、,,;,; 1 j 1 儀

杖川 の飾人 ）） に は 廿ふ絵、梨地 ， 螺釧な どの装飾がみられる 。 メ ト ロ ボ リ タン必術創',; 所）i': 位 の 刀剣の 革1料こ t a- 、

1 楳絵 、 螺釧などの装飾が兄 ら れ、これらの多くは軍刀装に改装する際に付け られ装飾であろう 。 また 、 鮫

(~•f1i化） ）文 は 、 7U iJl.'j': 代の人名の i存 え に兄 ら れ る 蔽闊級の ）） 装である 。 これらの ）） 装から代表的 な作例 を

抜粋 して 次に紹介す る 。



脇差 銘宗寛

塗名 潤漆蝋色塗 り （凶版 番 11;-J . 1 9 瑚各 」用 番 ',;• 9 

36. 25. 1702) 

鞘の外面に黒漆と朱漆 を 混ぜた潤漆を喰り 、 さらに

同じ漆を使って露玉を 小）Jし付近 と銀製の栄形付近に集

めて描きあげてか ら 蝋色にイ I : / ·. げて い る 。 ー兄すると

穏やかな塗 り に見 えるが鞘に付け ら れた金具 と 介 //\]

て装飾的な効朱 をあげて い る 。 金具は、鍔付 に 金 <l

虎、 小尻に 4 分 1 の飾金具、 小）） Lのぶ 1 ;の端に孜色の

柿の実がそれぞれ付け られて い る 。

脇差 銘 H後守藤}f;憚i:追

塗名 潤漆熾色酪 り ・ 高絵 ・ 螺釧 （図版番 ＇、 ）·2 .20 丸各

理番号15 91.2.86) 

鞘の外面に黒漆と朱漆 を混ぜた il 'J」漆を唸 り 、 ）悦い て

蝋色に仕 I··. げる 。 表災の小）几から孔雀の羽 を銀の 利i松l

嵩蒔絵で表わし、 羽の 中 央 に ィ友光具 の ）りi 具 を象 i伏

る 。 金具は、柄に錦灼 と桜を令製令具の象 嵌 と 木 11 金

の liJT ぎ 畠 し でよわし て い る 。 銀製栄）1多金具には牡）']· 文

を掘 り 加しで表わしている 。

脇差銘 下J奴藤 ）瓜 I F. I 貞 唸 名

墜名 黒 漆千段裕り ( IXI 版番 り2 ] 舟各 Jl i!_ 番 り·16

36. 25 .1756) 

柄か ら 小）1し までを小 さく 刻むいわゆる T段喰り 。

段の上に焦、銀、 金、 4 分 1 、 , 1 ;- 令、 黒地 を＾平 II'd I悩 に

作り飾と する 。 黒地には ）森 き 地である 虹糾色 とややり砂

ない塗り立て地を使い分けている 。 また 、 銀地にも 2

種類あ っ て銀と 4 分 1 の分を ii、'ii分けて色の変化を 作 り

上げている 。 モ ダンな刀装とい える 。

脇差 銘康継以南盆鉄於武州汀: 1 j イ1/: 之

塗名 青貝微塵塗り ・ 恥麻絵 (1:x1 J坂番 ＇り· 22 朔各 JI / !_番

号18 43.120.643) 

鞘の外面に細かく砕いだ飽の 礼り具 を 1 /ぶ き 付け、透

漆を数回塗っ た後、砥石と炭 を使 っ て研 きだした青具

微塵塗 りである。塗 りと呼称されるが螺釧の一技法で
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ある 。 1 1:J i ll、lj:代は 専 l"l の け具微限/': ii i によ っ て 製作 さ れ

た 。 d、じ絵は、 小）几か ら 鍔 に 向 けて 111 ィi\、小槌、 鍵など

の , i/尽 し文様·が金の 似洲、I{絵と 付オ蘭で表わ されて い る 。

令 具 は鍔付 と 栄）1多に布袋を掘 り 崩 しで表わしている 。

り； r/)J 銘 ~rtt,ri 
冷 名 筑 漆冷り （図版 番 ',;-3 . 23 叫各 J唄 番 •,;-2 1

91.1. 882) 

鞘 と オIり を縦に刻み 、 蚊漆を喰る 。 柄の刻みや令具な

どから胡麻殻ある い は枯れ1'ド などのfp'(物 を表わしたと

劣 えられる 。 また、 4 分 l 製の栄形金具のよ憎1i にも縦

刻みが兄 ら ずし るところから ）） 装令体でひと つのテー

をよわして い る 。 金具は、名色にイ I: Iｷ. げた釧製鍔中ヽ,_

び小~- ,月のよに ',,; ;; I.-I I I の ） ¥ｷ り）彫り が兄 られ '()) 0 

オUJ 銘 1! 懇銘

冷 名 黒漆千段巻 ＇冷 り （図版番 ', ;-4 . 24 別各 J'I'.番 ',;- 3 0

6.25.1747) 

I/府の外 1 (1i を 小 さく 刻んだ千段巻 きで黒漆 を 1併いた蝋

色で1 1 : Iｷ. げている 。 T段巻 きに は木地 を 糸Il l か く 刻むも

のと 、漆の 卜地 を ）盛り I ·. げたも の 、 本地に糸を巻 きっ

ける ）j法などがある 。 一般的 には本地 を 刻む ）j法が一

番難し く 、 卜地あるいは糸巻き 製にする楊介が多 い 。

に //府の刻みを受 けて、松iには鮫 （梅化））友の」．に

鯨の腎巻 きをほどこ した格忠Ji', ● ：i い納巻 きが兄 ら れ 'o) 0 

知］） 銘屯武

冷名 変り徐 ・ 高蒔絵 （図版番 ',;-5 . 25 東各 j叶！．番 ＇り 36

91.1.1885) 

11',j'/の外而 に糊l状の索材で虫食文4浜 を 1Wi い て か ら il ',ll漆

が危り 、屹媒後、 糊 を溶かして樹）文 を衣わす。 ー利の

伏札'j きの効米で文4染を作 る変 り 塗。 表 1 (1i令体 に鈷文様

の ，ぶ·j Iｷ. げを hい、令 ・ 朱漆などを冷 り分けて 、［；位 の梨を

衣わし て い る 。 令具 は、 11 闘 に金製の 蛇、 銀製應/,'月の

栄）1多など 鞘仝体で秋の野外の付砂此 をよゎしている 。
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打）） 銘無銘

塗名 児漆蝋色整り ・ 蒔絵 ・ 螺釧 （図版番号· 6.26 賂

即番 •,;-39 1976.150) 

鞘の外 rrii に 2 3 区訓の 印鐙刻みを彫り、 1 区画ごと

に ' I外、1泣絵と螺釧で文様を作 る 。 文様は、紅菜 ・ 菊 ・ 徊 ・

木 11 • I'jｷ 洵波 ・ 桐jpf-1『,: などの文様と、麻の娯 ・ 紗綾形 ・

輪辿いなどの幾何学文様· を乎'. 1 /,';i絵で衣わし、蝶 ・ 典I:_ • 

蜂などの此虫類を I'I 蝶具 ・ 鉗蝶具の螺釧と金具の象嵌

で,;;_ゎして いる 。 1/ぷ絵は、索朴な金の 'I叫；'i絵を 川 い］

に紛園'j による表現が軽快であり、 ii、'i絵の兄本板を兄て

いるようである 。

り；•J。 ) ） 1；名）· j 111•'1 

唸名 変り喀 ・ 金具象嵌 （図版番 •,;- 27 整埋番 ＇り 4-6

91.2.26) 

鞘の外 1 (1i に I"·潟を息わせ る縦状の 汁It を漆ド地で作

り、潮樅 ま り の部分に松煙 を 11、'i き 、 !"ｷ 褐部分に澗漆を

唸る。さら に、 測漆の上部に森 1ミを 共漆でH1'i き 、誇Jl湘

り の部分には 4 分 1 製の 4 匹の小さな蟹と煮色製の

親蟹が姿を 兄せ、ユーモラスに水際の付け北 を作り」：げ

ている 。

脇冴．： 銘 相校守源義迅

冷名 鮫（栴化）皮墜 り ・柚 I」 I 舟Ill I'. (図版番号28 整

埋番 ’、 ; - 49 36. 25 .1705) 

陥府の土部に人粒の栴化皮（かい らぎ）エイ の皮を張

り、黒漆 を裕 り重ね砥石と炭で.,外·:'l- に イiJf 出 して脱 き 」ー

げた鮫）文塗 りで仕上げてい る 。 鮫）文は、古来刀の柄に

川 いるためにイ ン ド洋から輸人した。 鮫皮塗 りは、］）

の装飾以外に江戸時代初期には輸出 ） 11 の家具に使われ

大変流行をした。 この鞘での鮫皮の用い方は上部に臼

色の鮫と下部を黒漆蟻色塗りに分けた見事な片身替わ

りである 。 また、 柄頭と 小柄には青貝を使っ て柳を表

わした精糾1 な村l 田細工が見られることから、富山藩で

製作された可能性がある 。

打刀銘家次

塗名 鮫皮塗り ・ 刻み （図版番号7.29 整理番号50

36.25.1748) 

鞘の外面に糾Iかい刻みをつけ、鮫皮を張り、白漆を

塗 り匝ねて砥石と炭で研廿＼ し艶を上けた鮫皮塗り。通

常、鮫皮は鞘に貼 り付ける以前に裂側をなめ して厚み

を ，訓節する 。 こ の鞘の ように刻みの上に貼り付けるの

はよほど災側を博くなるまでなめしきらないと張る こ

とができない 。 裏側が訥ければ鮫の粒を強く支持する

-とができな いので、 この鞘の鮫皮整りはまさに究極

の技術で完成した ことになる 。

脇必.. ： 銘兼）じ

溶名 縦刻み ・：且漆蝋色喰り ( I火I J収番サ8. 30 丸各 J~J!.番

,,; ｷ51 17.207.9) 

鞘の外川 に縦状の刻みを彫 り、 に横）j J 1 1J にも 刻

を人れて町根 を表わし、令体に児漆を 検 り、 'jt!: の 菜

を 黒漆で~-i'i'i い て か ら詑 を , ._げた蝋色墜りであ る 。 黒地

に 児漆の盛り I けは、ィ友桜唸りなどに代表 さ i し る変 り

喀の手法である 。 令具は 11 11 に掛け庫間 を 持つ 1'怜侶、米

形に 4 分 1 の地令 に金象嵌が施されている 。 柄の形や

金具から汀） i ll 、lj:代の姿の よい ）協弟であることが短え

る 。

人＼小打）J

銘）l岬ij j1 ;J 陸奥守忠 古 裕名 黙漆峨色墜り （凶版

番＇，ナ 9.10. 3 1 整理番 ',; - 54 55 91.2.60 2000.294) 

鞘の外血 に黒漆を冷り、 詑を上げて蝋色 とする 。 そ

の 1-. に糊で文様 を杜'i い てから詑のない黙漆を塗り、漆

の乾媒後、糊を浴かして文様部分から艶のある蝋色面

を 出 している 。 焦漆の艶と艶泊しだけで文様を表わす

俊れた変り 塗である 。 この墜りは柄の鯨の髯巻きの艶

と合 11-\J っ て上晶な郡l利 を見せている 。 収蔵品番号から

この大小は別の年に！！翡入 されたことが知られる。

短刀銘 備中国住大隈権介平

塗名 青貝微塵塗り ・金銀平文 （図版番号32 整理番

号59 91.2.31) 



鞘の外面に金の薄板を向蝶紋 ・ 蝶紋などの文様に切

っ た平文を貼り 、 上から砕いた飽の 紺具 を ii、'i きつ け

る。その後透き漆を塗り凪ねてから、 砥ぶ もしくは炭

で研ぎだして仕上げた。 柄叫、 小）凡、鍔、栄）1多 に番龍

を透かした銀製の金具を付け、金具と砲りとが参炉'1);

を競い合っている 。

短刀 銘無銘

塗名布 II 塗 り （図版番 ',; - 11_ 33 整理番 号 63

36.25.1759) 

通常、布 II 唸りは鞘の表而に婉い布を沼せて、布 II

を埋めないよ うにイ t Iｷ. げる 。 しかし、この鞘では一兄

布目に見える表而は、筑漆にg[,Jj'I もしくは貼などの淡

白質を加えた絞漆で一本一本耕i土げられている 。 絞漆

は、通常の漆よりも粘郊1生に 位；み、松J}双に冷ることが

できるために糸 II を 廿'i Iｷ. げるのに適している 。 11i 11 を

模 し たこのイt~ \- にはまさに II、乍間 に糸 II をつけない努）J

が必要である 。

脇差 銘無銘

塗名 刻み ・黙漆蝋色硲り （図版番 •, ;- 35 整理番 ',J-6

29.100.1378) 

鞘の外而 を 丸味のある 刻みを彫り、 ！，せ漆 を冷 っ てカ

ら蛾色に磨いている 。 刻みは鞘n,1iの技鈷をも っ とも 求

め られる装飾である 。 それは、木地の II、乍 に作 っ た刻み

の痕が磨かれた漆 r11i には っ きりと 映るためである 。 元

成した刻み鞘には絶えず緊張感がみなぎり、 兄 るもの

の目を釘付けにする 。 表に打っ た軋'i i.の金具は刻み鞘の

緊張感を柔らげる効呆を呆たして い る 。

短刀 名吉光

塗名 黒漆蟻色塗り • 金湘肉 高 l枷絵 （図版番 り· 35 班各

理番号66 36.25.1716) 

鞘の表面をやや丸 く 仕 I ·げ、 ：．凡漆 を喰 って ｝；怜き イ I: Iｷ. 

げを行 っ た。その上に桜化、 1府など 11f憐な文様を令の

薄肉高蒔絵で表わしてい る 。 博 1女恥＇；蒔絵は、漆を使

て文様を 1- 2 回ほ ど盛り上げてから 1馬絵 を 行 う技法
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で、文様にやや荒い丸分 を 蒔 き 、表面に炭 を‘り てて仕

Iｷ. げるために 日iH1'l',1紺絵 ともよばれる 。 さらに、この

鞘の桜化には令粉 を 1)1かないように漆で 1 内l める際に、

弁先に朱漆を 川 いている 。 そのために弁先がほんの り

と 1)ドく輝いている 。 忍心 には平 ii、't絵の付枯'jが兄 られる 。

脇必銘舟'.~銘

冷名 朱漆 ・ 黒千段険り （図版番 •,;• 12 . 36 叫各 J叫番号

72 91.2.78) 

鞘の表 1 (1i に朱漆を冷り、その表 I―(11 に 黒漆で釧い縦線

を 枯'j く 。 この千段喰りは、 黒漆の下から朱漆が兄 える

効朱的な唸 り）jで笛巻喰ともよ ばれている 。 ）］ 装'°'、

オj),Jの羞必 に打っ た銀製の金具が笛巻唸に罰；j禾II して い',

t,• 鞘にイ I.: ,ｷr. ててし ~、oJ 0 
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On the Restoration of the Swords and Sword Accessories 

in the Collection of The Metropolitan Museun1 of Art 

KATO Hiroshi 
National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo 

During the fiscal year 2001, 72 items of swords and sword accessories in the collection of The 

Metropolitan Museum of Art were restored (See Appendix). The Lechnique o:f togitsugi, in which only 

the rusted parts of a sword is polished, was used in polishing 39 swords of various kinds. Traditional 

pr 

nservation of the sword 

'"'ries, in particular on the cl 

of The Metropolitan include those made not only in th 

ッwords of the Meiji Period and after. The decorations on all th 

to raden and hyomon and are of great artisLic valu 

In the Edo Period the forma] style for sheaths wa 

asions, however, upper class samurai used sheaths with d 

finishing 

used on military 

ries range from makie 

amura, warriors earned 

n official busin 

decorated 

white was mixed into urushi, 〇r seeds, cut 

or palm fibers were sprinkled onto the surface of urushi. Swords used for ceremonial 

occasions at the imperial court were placed in sheaths decorated with maliie, nashiji and raden. The 

sheaths in the collection of The Metropolitan are decorated with ma/de and raden. It is assumed that 

many of these decorations were made when the swords were remade into military style. Also included 

in the collection are sword accessories using ray skin, which was considered high quality among the 

daimyo lords. 

This report introduces some of the representative sword accessories from the collection restored 

(See Appendix on 139, 140 for the details of each sword and accessories described. The number refers 

to the list number on the Appendix.) 
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No. 9 

Urumi-urushi roiro-nuri 

Urumi-urushi is brownish urushi made by mix-

drops of the same urushi are used Lo decorate Lh 

kojiri (the tip of a sheath) and the silver luuigaLa 
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.Irushi in this order. The part cl 

.irushi is of two kinds: that with gloss and that 

without gloss. The silver part also is of two kind 

!Iver and shibuichi. The differences in tone thu 

reaLecl add a modern touch to the hilt and sheath 

metal which are then given a shiny finish. AL a No. 18 

glance, this decoration appears lo be quite s i mp l ゞ, ,

but a close look reveals a very decorative effecl 

created by the combination of urushi and the metal 

fittings. The decorations on the metal fittin 

shibuichi (alloy of copper and silver at a ratio of 

to 1) metal fitting on the kojiri, and small copper 

persimmon fruits around Lhis metal fittin 

No. 15 

Urumi-urushi roiro-nuri, maMe, raden 

At the kojiri on each face of Lhe sheath, which i 

coated with 四umiこurushi, Lhere is a design of a 

peacock feather clone in Lhin, silver Lakamaltie. At 

the center of each feather is a thick shell inlay of 

yakogai. The metal fitLing on Lhe hill is cl 

with a design of a hen-like bird and cherry fl ower、

f moｭ

kumegane metal (made by hammering several 

layers of various metals so that the finished surface 

appears like that of the grain of wood). A peony 

design is carved on the silver lzurizata metal 

No. 16 

Black urushi, sendan-nuri 

Sendan-nuri is made by carving lines around Lh 

sheath, from the hilt to the kojiri, so that there ar 

numerous stripes around the sheath. Th 

Aogai miji乃nuri, Lalwmakie 

Aogai n⑰ jin-nuri is made by sprinkling powder 

made of thin abalone shell pieces, applying tran;:.ｭ

lucent urushi several times, and polishing with a 

whetstone and charcoal. Although it is called 

"nun:," in reality it is a type of raden. In the Eclo 

Period, it was made by a specialist of aogai raden. 

n the sheath, there are scattered decorations in 

gold talcamakie and hiramakie of motifs associated 

with happiness, including traditional moneyba0, 

lucky mallet and vault key. Metal fittings around 

the sword guard and kurigata are decorated with 

carvings of Hotei, a god of good luck. 

o. 21 

Ki-urushz nuれ

The sheath and the hilt are carved with Jin 

that run the length of the sheath and coated with 

lzi-urushi (yellow urushi). Judging from the carvin 

on the hilt and the metal fittings, these lines ar 

grass. Since similar horizontal I ines are also found 

on the shibuichi kurigata metal, it is thought that 

the entire design on the sword accessories follow 

one theme. The sword guard is made of copper. 〇n

the front face of the kozuka (knife attached to the 

healh) is a carved design of Mt. Fuji. 

are decorated with black urushi, silver mal~ie, gold No. 30 

makie, shibuichi makie, light gold makie and black lack urushi, sendan-maki-nuri 
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There are three ways of making sendan-maki: 

carving lines on the substrate, using urushi foundaｭ

tion to make fine strips, and winding thread around 

the substrate. Generally, the first method is considｭ

ered to be most difficult, so the other two method 

are more frequently seen. The sheath in this ca 

uses the last method. It is coated with black urushi 

To match the texture of the sheath, whale fin i 

wound around the hilt. 

36 

Kawa元nuri, takamak｣e 

Kawa元nuガ refers to special ways of coatin 

urns.hi. In this case, starch paste is used to draw a 

on each section are quite interesting and it is as if 

one were looking at a sample book for makie 

designs. 

No. 46 

Kawa元nuri, metal inlay 

The sheath is decorated with what appears to be 

a tideland that is made by using urushi foundation. 

Lamp black is sprinkled to express the waterside 

u加shi is al n the 

tideland. 〇n the walcrside are four small crabs 

made of shibuichi and a brownish adult crab. The 

verall atmosphere of Lh 

design of insect damage on the sheath. After u加鷹 OU 

urus厄 appli ed over the design dries, the paste i 

removed with clear water to create a bark-lik 

design. This is a technique very similar to batik No. 49 

1ying_ The surface is then decorated with raised amegawa-nun, black urush.i roiro-nuri, Somata 

lesigns of ivy vine, the leaves of which are colored zailzu 

111 go ld 、inakie and red urushi. The gold menuki 

(metal fitting used to cover the rivet hole which 

joins the pommel and the tang of a sword) on th 

hilt is in the shape of a snake while the silver 

加，rigata metal is in the shape of a snan. The effect 

reated by lcawari-nuガ and the metal fittings is that 

f an autumn open-air seen 

No. 39 

Black urushi roiro-nuri, makie, raden 

The sheath is carved into 23 sections in a techｭ

nique called inro-kizami. Each section is decorated 

with hirama/zie and raden. The designs in hiramakie 

include maple leaves, chrysanthemums, bamboo, 

wood grain, waves, and paulownia scroll as well as 

geometric patterns. There are also shell and metal 

inlays of butterflies, frogs and bees. Although the 

technique of gold hiramakie is simple, the designs 

amegawa-nuri is made by covering a substrate 

with the skin of a ray, coating black urushi, and 

clays, ray skin was imported from the Indian Ocean 

for use on the hilt of a sword. It was also used on 

xported furniture in the early Edo Period and was 

quite popular. In this sheath, ray skin is used on the 

upper half. The contrast between the white ray skin 

and the black urushi on the lower half is very 

effective. Since fine Somata zaiku (Sornata 

craftwork) using aogai is found on the design of 

willow trees on the pommel and kozuka, the sheath 

may have been made by the Toyama daimyo lord. 

No. 50 

Samegawa-nuri 

The sheath is carved in fine lines, covered with 

ray skin, coated several times with white urushi 
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and polished with a whetstone and charcoal. Nor- No.59 

mally, ray skin is tanned in order to adjusL th 

thickness before covering the sheaLh. IL would hav 

to be tanned very thinly to cover a surface that ha 

been carved as on this sheath. Bu し i f it is Lanned to 

much, then the effect of the skin would be lost. 

Thus, the craftsman who tanned the ray skin must 

have been extremely skillful 

No. 51 

Tatekiza加， b l ac k urushi roiro-nuri 

11.o~ai mzjin如',,(,ri, gold and silver hyomon 

f butterflies ar 

hell is sprinkled. The sheath is then finished with 

a coaling of translucent urushi and polished with a 

whetstone and charcoal. The pommel, lwjiri, sword 

uard and l,ur｣gata metal are d 

pen work of dragons. The metal fittings and th 

ating create a gorgeous atmospher 

Lines are firsl carved along Lhe lenglh of the No. 6 

sheath and then small vertical carvings are mad 

After applying black urushi to the surface, black 

urushi is used again Lo depicL bamboo leaves. Usin 

black urushi on a black design is a type of kawariｭ

nuri, representative of which is yozaku加切,(,Yl·. Th 

design on the go ld 切e加tie£of Lhc hilt is LhaL of a 

priest holding a hanging scroll. A geometric pattern 

of gold metal inlay on a background of shibuichi i 

found on the kuriJZaLa meta I 

No.54 and 55 

Black urushi, roげo-nuri

The sheath is first coated with black urushi. un 

it an abstract design is depicted with starch pastゞ 9

which is then coated with black urushi. After th 

urushi has dried, it is removed Lo reveal a glossy 

design from underneath. This is an example of a 

splendid kawari-nuri using the contrast between 

glossy black urushi and malled black urushi. 

Together with the gloss created by the whale fin 

wound around the hilt, th 

elegant harmony. That Lhe inventory number is not 

in succession shows that these swords were purｭ

chased at different times 

N向ome-nuri

rmally, numomeれuri is made by coverLt1 

the surface of a sheath with coarse cloth and applyｭ

ing final coating without filling Lhe mesh. But th 

urface of this sheath is finished by drawing th 

f the mesh with shibo-urushi (yellow urushi 

mixed wilh whit 

ible Lo make a thicker layer. For thi 

appropriale for drawing fine lines. 

No. 6 

Black urushi, roげo -nuれ

i ti s p," — 

Lines a re carved on the sheath in such a way a 

Lo make slightly rounded incisions. It is then coated 

with black urushi and polished. Making carvings on 

a sheaLh requir 

ated over the carvings dries and shrinks, any 

: lcfecL made in the process of carving wi 11 appear 

from underneath. 

work, it is an outstanding example of craftsman-

hip. The only ornament on this sheath is a metal 

fitting in the shape of a cicada. The tension created 

by the difficulL work of the carving is sornewhaL 

relieved by the design of the cicada. 
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No. 66 

Black urushL, roげo -nuri, go Id takamahie 

The shape of the sheath is somewhat rounded. It 

coated with black urushi. On the surface ar 

found beautifu I design 

buds in taka切aide. Takamal,ie is a technique in 

which urushi is applied once or twice to raise th 

design before spr inkling 、maliie powder. Uwaｭ

Logidashi makie used in this sheath is made by 

prinkling slightly coarse powder and polishin 

with charcoal. H is differenl from hira切aide . Th 

lll!Z red urushi on the petal tips before applying final 

urushi coating to f i x しhe gold powder. lliramal,｣e i 

used for the stamens 

No. 72 

Red urushi, black sendan-nuri 

The sheath is coated with red urushi. Then, fin 

lines are drawn around the sheath with black urush, 

to create an effect of b.lack and red stripes. Th 

liver metal fittings on both faces of the hill harmo-

nizc with the sendan ・nun: for a very eleganL imprcs-

1011 




